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耐久遠足、いざ出発！�

第13代会長�

小　島　勝　義�
（13期生）�

明
る
い
前
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に
向
け
て�

明
る
い
前
途
に
向
け
て�

巻
頭
あ
い
さ
つ�
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こ
の
冬
は
、
こ
こ
数
年
の
中
で
は
積
雪

が
多
く
、
雪
か
き
で
体
が
鍛
え
ら
れ
る
日
々

が
続
い
て
お
り
、
や
は
り
下
北
は
雪
国
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
り
ま
す
。�

　
今
年
度
は
政
権
交
代
が
実
現
し
た
こ
と

で
、
従
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
行
き
不
透
明
な
社

会
情
勢
の
中
に
飛
び
出
す
卒
業
生
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の

船
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。�

　
日
本
全
国
に
は
一
万
四
千
名
を
超
え
る

会
員
が
、
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

新
卒
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
者
も
、
社
会
の

荒
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
も
、
「
芦
崎
の
波
　
し
ず
ま
り
て･･･

」

を
歌
う
こ
と
が
で
き
る
仲
間
同
志
で
す
。

困
っ
た
時
、
悩
め
る
時
に
は
、
ぜ
ひ
先
輩

会
員
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
既
会

員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
入

会
員
の
皆
さ
ま
を
、
暖
か
く
歓
迎
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
三
年
前
に
入
学
し
て
以
来
、
日
夜
勉
学

や
部
活
に
励
み
、
仲
間
と
将
来
や
悩
み
に

つ
い
て
語
り
合
い
、
耐
久
遠
足
・
大
高
祭
・

体
育
祭
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
、

青
春
時
代
を
突
っ
走
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
大
高
に
入
学
し
た
か
ら
こ
そ
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
、
充
実
し
た
三
年
間
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
豊
か
な
人

間
性
、
た
く
ま
し
い
精
神
力
が
鍛
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
の
、
輝
か
し
い
前
途
を
応
援
し

て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
地
元
と
東
京
の
二
地
区
で
同
窓

会
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
母
校
を
離

れ
る
と
、
日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
、

同
窓
会
の
存
在
そ
の
も
の
を
意
識
で
き
な

い
仲
間
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。�

　
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
一
万
四
千
名
を

超
え
る
全
会
員
に
、
逐
一
報
告
で
き
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
会
報
「
や
ま
び
こ
」
発

行
の
み
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ

ト
や
メ
ー
ル
な
ど
、
文
明
の
利
器
を
活
用

し
、
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　
毎
年
、
六
月
は
東
京
で
定
期
総
会
・
懇

親
会
、
八
月
は
地
元
で
「
同
窓
生
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
れ

ら
は
新
卒
者

激
励
会
を
兼

ね
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆

さ
ま
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く

だ
さ
い
。�

地元同窓会役員も応援に熱が入ります。�
（夏の甲子園青森県予選決勝戦にて）�

（16期生  高橋一明 氏  揮毫）�
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開
催
日
を
固
定
し
て
三
年
目
に
な
り
、

参
加
さ
れ
た
会
員
た
ち
に
は
「
８
月
15
日

は
大
高
同
窓
生
が
集
う
日
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。�

　
総
勢
110
名
あ
ま
り
の
会
員
が
集
ま
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
年
は
地

元
に
在
住
し
て
い
る
、
か
つ
て
の
恩
師
の

先
生
方
に
も
広
く
お
声
が
け
を
し
ま
し
た
。

出
席
で
き
な
い
先
生
方
か
ら
は
心
温
ま
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
懐
か
し
さ
を

感
じ
つ
つ
、
学
生
時
代
の
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
新
卒
者

が
参
加
し
、
約
60
名
あ
ま
り
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
ン
が
集
い
ま
し
た
。�
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約
30
名
あ
ま
り
の
会
員
の
出
席
の
も
と
、

今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
懇
親
会
も
催
さ
れ
、
今
後
の
同
窓
会

の
発
展
の
た
め
に
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語

り
合
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。� 本

部
だ
よ

本
部
だ
よ
り�
本
部
だ
よ
り�

同
窓
会
総
会�

◎
期
日
　
６
月
16
日（
火
）午
後
６
時
30
分�

◎
場
所
　
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ�

同
窓
生
の
集
い�

〜
新
卒
者
激
励
会
〜�

◎
期
日
　
８
月
15
日（
土
）午
後
６
時�

◎
会
場
　
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ�

総会のあとは、和やかな雰囲気のう
ちに懇親を深め合いました。�

坂本常任理事が議長を務め、とどこ
おりなく議事を終えました。同窓生
の集いの運営に関して、活発な意見
交換が行われました。�

夏の甲子園県予選で準優勝に輝いた硬式野球
部から、応援いただいた先輩方に挨拶があり
ました。左から和田投手、二ツ森外野手、工
藤監督、中山主将、坂本部長。�

アトラクションで
は、地元を拠点に
活躍しているシン
ガーソングライタ
ーの板橋かずゆき
さんのミニライブ
で盛り上がりまし
た。�

今年のフィナーレ
も、参加者全員が
輪になって、校歌
の大合唱で一つに
なりました。�

懐かしい恩師で、
昭和52年から平成
4年まで本校で教鞭
をとられた金澤一
朗先生がおいでい
ただきました。�
（右写真：左から一
人目）�

今年の新卒者も元
気一杯でした。�
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【本　　部】�

　○　総　会�

　　・期日　平成22年６月上旬�

　　・会場　プラザホテルむつ�
　　　【ＪＲ下北駅そば、℡0175－23－7111】�

　○　同窓生の集い～新卒者激励会～�

　　・期日　平成22年８月15日（日）18：00から�

　　・会場　プラザホテルむつ�

【東　　京】�

　○　東京同窓会総会～新卒者激励会～�

　　・期日　平成22年６月26日（土）15：00から�

　　・会場　グランドヒル市ヶ谷�
　　　【JR市ヶ谷駅そば、℡03－3268－0111】�

　　　詳細については、学校ＨＰ等で後日�

　　　お知らせします。�

平成22年度の�
主な日程決まる�

平成22年度の�
主な日程決まる�

今回入会した新卒者たちの３年前（入学式のようす）�

大高�プレイバック�大高�プレイバック�大高�プレイバック�
�����

　
３
月
１
日
の
卒
業
式
に
先
立
ち

同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
、
学
び

舎
を
巣
立
つ
３
年
生
183
名
の
新
会

員
を
仲
間
に
迎
え
ま
し
た
。�

　
役
員
の
方
々
も
参
加
し
、
厳
粛

か
つ
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。�

　
期
待
と
不
安
を
胸
に
新
し
い
世

界
へ
旅
立
つ
新
会
員
た
ち
を
、
同

窓
会
で
は
応
援
し
て
い
ま
す
。�

同
窓
会
入
会
式�

◎
期
日
　
２
月
28
日（
日
）�

　
　
　
　
　
　
　
午
前
11
時
40
分�

◎
場
所
　
大
湊
高
校
第
一
体
育
館�

1995 2005

1975 1985

耐久遠足タイムスリップ�耐久遠足タイムスリップ�耐久遠足タイムスリップ�
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東
京
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よ
り

東
京
同
窓
会
だ
よ
り�
東
京
同
窓
会
だ
よ
り�
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一
月
二
十
八
日
、
浜
松
町
の
「
メ
ル
パ
ル
ク

ホ
ー
ル
」
で
『
津
軽
弁
の
日
』
が
あ
る
と
知
り
、

田
名
部
高
校
東
京
同
窓
会
長
の
澤
畑
進
さ
ん
を

誘
っ
て
前
売
券
（
４
千
円
）
を
手
に
入
れ
た
。�

　
さ
て
当
日
、
約
千
四
百
席
が
ほ
ぼ
満
席
。
青

森
県
東
京
同
窓
会
連
合
会
加
盟
の
各
校
同
窓
会

の
顔
見
知
り
の
役
員
が
何
人
か
い
た
。
左
隣
の

席
が
、
野
辺
地
高
校
の
同
窓
会
長
の
横
濱
征
四

さ
ん
（
立
教
大
学
教
授
）
だ
っ
た
。�

　
郷
土
の
名
士
、
伊
奈
か
っ
ぺ
い
以
下
、
津
軽

出
身
の
芸
達
者
な
面
々
の
軽
妙
洒
脱
な
や
り
と

り
に
、
満
場
、
爆
笑
に
次
ぐ
爆
笑
で
と
て
も
楽

し
い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。�

　
で
も
、
下
北
生
ま
れ
の
自
分
に
は
、
純
粋
な

津
軽
弁
の
中
に
、
意
味
の
分
か
ら
な
い
言
葉
が

結
構
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
分
で
完
全
に
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
方
言
の
い
く
つ
か
に
出
会
う
こ

と
も
で
き
た
。�

　
昭
和
四
十
二
年
に
上
京
し
て
以
来
四
十
年
余
、

一
度
も
使
っ
た
こ
と
の
な
い
言
葉
で
あ
る
。
い

わ
く
「
あ
ぐ
ど
」
「
な
づ
ぎ
」
「
わ
だ
き
ゃ
」

「
え
ふ
り
こ
ぎ
」
「
か
だ
ら
せ
ろ
」
・
・
・
舞

台
の
上
で
、
独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
発
せ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
言
葉
に
、

限
り
な
い
懐
旧
と
故
里
へ
の
温
か
い
思
い
が
蘇

っ
て
き
た
。�

������������������

　
　
　
　
　
★�

　
一
昨
年
春
か
ら
浦
安
で
町
内
会
長
を
し
て
い

る
。
人
口
十
六
万
人
、
市
内
に
八
十
の
町
内
会

が
あ
る
が
、
私
の
美
浜
地
区
は
、
約
二
百
世
帯

の
小
さ
な
町
内
会
で
あ
る
。
二
年
前
の
あ
る
夜
、

輪
番
で
回
っ
て
く
る
新
役
員
の
初
会
合
に
出
た

家
内
か
ら
、
「
く
じ
引
き
で
会
長
に
当
た
っ
た

け
ど
ど
う
す
る
？
」
と
、
携
帯
電
話
が
掛
か
っ

て
き
た
。
当
方
、
晩
酌
で
い
い
気
分
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
軽
い
気
持
ち
で
「
い
い
よ
、
い
い

よ
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。�

　
新
年
度
最
初
の
役
員
会
に
出
て
み
て
驚
い
た
。

十
一
班
二
十
二
名
の
役
員
、
男
は
自
分
と
千
葉

県
弁
護
士
会
の
会
長
を
さ
れ
た
Ｈ
さ
ん
だ
け
、

あ
と
は
全
部
女
性
。
ま
る
で
「
婦
人
会
」
の
会

合
に
出
た
み
た
い
、
と
挨
拶
し
て
笑
い
を
取
っ

た
。�

　
こ
の
町
内
に
住
ん
で
満
三
十
年
に
な
る
が
、

地
元
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
三
代
前
の
町
内
会
長
が
イ
ン
ド
人
の

Ｍ
さ
ん
で
、
国
連
大
学
学
長
室
長
を
さ
れ
た
有

名
な
方
だ
と
か
、
御
茶
ノ
水
の
教
授
を
し
て
い

る
Ａ
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
彼
が

東
大
を
出
て
ハ
ー
バ
ー
ド
に
留
学
し
て
い
る
時

に
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
を
出
て
留
学
し
て
き
た
奥
さ

ん
と
知
り
合
っ
て
熱
愛
結
婚
し
た
と
か
。
役
員

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
ス
ラ
リ
と
し
た
美

女
は
、
元
日
航
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
だ
っ
た
と

か
・
・
・
。
情
報
通
の
「
婦
人
会
」
の
皆
様
の

お
か
げ
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
り
、
沢
山
の
交

友
が
で
き
た
。�

　
去
年
の
春
、
会
長
に
再
選
さ
れ
た
が
、
私
を

除
き
二
十
一
名
の
役
員
全
員
が
交
代
、
今
度
も

男
性
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
。�

　
　
　
　
　
★�

　
五
十
五
年
前
、
大
湊
高
校
を
卒
業
し
た
時
は
、

家
の
商
売
（
和
菓
子
屋
）
を
手
伝
っ
て
い
て
、

就
職
も
内
定
（
総
監
部
）
だ
け
で
、
自
分
が
将

来
ど
こ
で
ど
う
す
る
の
か
、
ま
っ
た
く
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。�

　
就
職
、
結
婚
、
子
育
て
、
転
勤
、
親
と
の
永

別
、
闘
病
・
・
・
人
並
み
の
人
生
を
送
っ
て
き

た
。
時
の
流
れ
る
ま
ま
、
そ
の
時
そ
の
時
、
最

善
を
尽
く
せ
ば
、
神
様
は
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
て

く
れ
る
。
古
希
を
越
え
た
己
の
体
験
か
ら
く
る

哲
学
で
あ
る
。�

　
こ
の
春
、
卒
業
し
て
社
会
に
出
る
人
や
進
学

す
る
人
た
ち
に
、
こ
の
先
ど
ん
な
人
生
が
待
っ

て
い
る
の
か
、
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
ま
さ
に

前
途
洋
洋
、
い
や
前
途
多
難
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
次
々
と
生
起
、
展
開
す
る

で
あ
ろ
う
眼
前
の
問
題
に
、
そ
の
都
度
、
最
善

を
尽
く
す
し
か
な
い
、
と
思
う
。�

（
22
・
１
・
30
記
）�

東
京
生
活
四
十
年
�

東
京
生
活
四
十
年
�

近
況
雑
感
�

近
況
雑
感
�

佐
々
木
　
彦
　
藏�

（
７
期
生
）�

�����

　
今
年
も
大
勢
の
仲
間
達
が
東
京
を
は
じ

め
、
関
東
一
円
か
ら
大
集
合
、
和
や
か
な

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部

や
学
校
関
係
の
方
々
も
遠
路
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
こ
の
春
の
卒
業
担
任
が
全
員

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
ま
だ
新
し
い
生
活

に
馴
染
む
た
め
に
奮
闘
中
の
新
卒
者
た
ち

に
と
っ
て
は
、
大
き
な
励
み
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。�

　
同
窓
会
本
部
か
ら
は
小
島
会
長
、
佐
々

木
監
事
（
新
後
援
会
理
事
長
）
、
小
島
顧

問
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
、
岩

事
務
局
長
が

出
席
し
ま
し
た
。�

東
京
同
窓
会�

定
期
総
会
・
新
卒
者
激
励
会�

◎
期
日
　
６
月
27
日（
土
）午
後
３
時�

◎
場
所
　
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷�新卒者もベテランも話に華が咲き、大いに盛り上が

りました。そして、それぞれ来年度の再開を誓い合
っていました。�

会  

長�

ふるさと青森を懐しむ人たち
で、大いに盛り上がりました。�



大高同窓会　やまびこ� 第53号�(5) 平成22年３月１日発行�

今年の新年会も、多くの仲間が
集い、和やかなうちに時間はア
ッという間にすぎました。�

東京同窓会が今年も
盛りあがるよう、皆
がんばります。�

上質で本格的な音楽と、おいしい
ワインで会場の雰囲気は最高潮へ。�

音
楽
ビ
ヤ
で
新
年
会�

��
　
「
垣
根
の
垣
根
の
　
曲
が
り
角
　
た
き

火
だ
　
た
き
火
だ
　
落
葉
た
き
・
・
・
」

昔
懐
か
し
い
唱
歌
『
た
き
火
』
が
「
今
月

の
歌
」
。
お
客
さ
ん
全
員
で
大
合
唱
。�

　
一
月
十
六
日
夜
、
銀
座
の
ど
真
ん
中
、

『
音
楽
ビ
ヤ
プ
ラ
ザ
ラ
イ
オ
ン
』
で
の
東

京
同
窓
会
有
志
に
よ
る
新
年
会
で
あ
る
。�

　
ソ
プ
ラ
ノ
２
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
１
、
テ

ノ
ー
ル
１
の
４
人
の
歌
手
が
今
晩
の
出
演

者
。
日
に
よ
っ
て
男
性
歌
手
が
バ
リ
ト
ン

や
バ
ス
に
変
わ
る
。
そ
の
ほ
か
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ル

ー
ト
な
ど
が
出
番
の
日
も
あ
る
。�

　
夕
方
６
時
半
か
ら
10
時
過
ぎ
ま
で
、
音

楽
料
千
五
十
円
払
う
と
オ
ペ
ラ
、
カ
ン
ツ

ォ
ー
ネ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
唱
歌
な
ど
の
名

曲
を
た
っ
ぷ
り
と
聴
く
事
が
で
き
る
。�

　
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
小
学
校
４
〜
６
年
生

ぐ
ら
い
の
男
の
子
二
人
と
両
親
、
祖
父
母

ら
し
き
６
人
組
が
い
た
。
曲
の
合
間
に
そ

の
子
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ
の
椅
子
に
座
り
、

「
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ィ
」
の
歌
で
満
場
か

ら
祝
福
さ
れ
た
。
土
曜

日
な
の
で
誕
生
祝
い
に

連
れ
て
き
た
ら
し
い
。

筆
者
、
こ
の
店
に
何
年

も
通
っ
て
い
る
が
、
子

供
連
れ
を
初
め
て
拝
見
。

と
て
も
好
ま
し
く
、
羨

ま
し
く
思
わ
れ
た
。
全

部
で
百
席
ほ
ど
の
店
内
、

各
テ
ー
ブ
ル
に
リ
ク
エ

ス
ト
カ
ー
ド
が
お
か
れ
、

好
き
な
曲
を
リ
ク
エ
ス

ト
で
き
る
。
こ
の
夜
は
、

「
ト
ス
カ
よ
り
・
星
は

光
ぬ
」「
お
ぉ
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
」「
ハ
バ
ネ
ラ
」
な

ど
が
歌
わ
れ
、
ピ
ア
ノ

独
奏
は
シ
ョ
パ
ン
の
「
ノ

ク
タ
ー
ン
」
が
流
れ
た
。�

　
十
数
名
の
参
加
者
だ

っ
た
が
、
初
め
て
田
名

部
高
校
の
澤
畑
会
長
に

も
入
っ
て
頂
い
て
の
銀

座
で
の
新
年
会
。
飲
み

放
題
コ
ー
ス
の
ワ
イ
ン

や
カ
ク
テ
ル
と
素
晴
し

い
音
楽
に
満
た
さ
れ
歓

談
三
時
間
、
十
分
に
旧

交
を
温
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
　（
Ｈ
）�

【
電
話
０
３�

（
３
５
７
３
）５
３
５
５
】�



第53号� 大高同窓会　やまびこ� 平成22年３月１日発行 (6)

活
躍
す
る
同
窓
生
た
ち�
活
躍
す
る
同
窓
生
た
ち�

��������������

Ｑ
　
プ
ロ
の
音
楽
家
を
志
し
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
。�

Ａ
　
正
直
な
と
こ
ろ
、
「
き
っ
か
け
」
と

い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ピ
ア

ノ
が
好
き
で
弾
き
続
け
て
い
た
結
果
、
い

つ
の
間
に
か
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ピ
ア
ノ
が
好
き
と
い
う
理
由
だ

け
で
は
な
く
、
今
ま
で
応
援
し
て
く
れ
、

今
も
な
お
応
援
し
続
け
て
く
れ
る
恩
師
や

家
族
に
、
恩
返
し
を
し
た
い
、
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
、
と
い
う
思
い
も
、
プ
ロ
を
志

す
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。�

�

Ｑ
　
現
在
は
ど
の
よ
う
な
音
楽
活
動
を
展

開
し
て
い
る
の
で
す
か
。�

Ａ
　
昨
年
は
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
方
で
の
新
人
演
奏

会
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
そ
の
他
に
、
地
元

む
つ
市
で
は
「
浜
田
直
子
デ
ビ
ュ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
も
開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
は
演
奏
だ
け
で
は
な
か
な
か
生
活
が

成
り
立
た
な
い
た
め
、
歌
や
楽
器
の
伴
奏

の
お
仕
事
の
傍
ら
、
法
律
事
務
所
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
生
活
を
し
て
い
ま

す
。�

�

Ｑ
　
高
校
時
代
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
で
し

た
か
。
ま
た
、
特
に
思
い
出
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。�

Ａ
　
高
校
時
代
は
と
に
か
く
元
気
で
、
ク

ラ
ス
の
友
達
や
部
活
の
友
達
と
い
つ
も
ふ

ざ
け
て
笑
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
正

直
、
勉
強
は
あ
ま
り
得
意
な
方
で
は
な
く
、

授
業
に
対
す
る
姿
勢
も
不
真
面
目
で
し
た
。

当
時
は
部
活
を
頑
張
っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で

い
い
で
し
ょ
、
と
い
う
考
え
で
し
た
が
、

大
学
の
受
験
勉
強
の
時
に
は
と
て
も
苦
労

を
し
ま
し
た
。
思
い
出
は
、
や
は
り
部
活

動
で
す
。
部
活
は
今
で
も
大
切
な
思
い
出

で
あ
り
、
財
産
で
す
。�

�

Ｑ
　
高
校
時
代
は
陸
上
競
技
部
で
が
ん
ば

っ
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。�

Ａ
　
は
い
、
陸
上
は
小
学
校
４
年
生
か
ら

高
校
３
年
生
ま
で
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
し

た
。
陸
上
を
始
め
た
頃
か
ら
、
仲
間
と
恩

師
に
は
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
陰

で
中
学
校
で
は
３
種
競
技
で
全
国
中
体
連
、

高
校
で
は
７
種
競
技
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

も
出
場
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
結
果
を
出

す
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
く
、
ど
れ
だ

け
本
気
で
取
り
組
め
た
か
が
重
要
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の

が
陸
上
で
し
た
。�

�

Ｑ
　
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
一

番
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。�

Ａ
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
時

も
ど
ん
な
人
に
も
、
誠
実
で
あ
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
誠
実
な
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
、
次
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
苦
労

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
と

ピ
ア
ノ
の
練
習
の
両
立
は
少
し
難
し
い
で

す
。
た
だ
、
全
て
の
こ
と
に
意
味
が
あ
り
、

今
の
生
活
が
あ
る
の
だ
と
思
い
、
ア
ル
バ

イ
ト
は
復
職
、
ピ
ア
ノ
は
転
職
、
と
あ
る

程
度
割
り
切
っ
て
い
ま
す
。�

�

Ｑ
　
今
後
の
活
動
予
定
と
、
今
春
卒
業
す

る
後
輩
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。�

Ａ
　
今
後
の
主
な
活
動
予
定
は
四
月
に
山

形
の
武
蔵
野
音
楽
大
学
同
窓
会
演
奏
会
に
、

歌
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
伴
奏
で
出
演
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
六
月
は
青
森

の
武
蔵
野
音
楽
大
学
同
窓
会
演
奏
会
で
ピ

ア
ノ
の
ソ
ロ
で
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
は
ま
だ
演
奏
家
の
卵
で
す
が
、
い

か
な
る
時
も
頑
張
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
か

結
果
は
出
て
、
誰
か
が
評
価
を
し
て
く
れ

る
よ
う
に
世
の
中
は
成
り
立
っ
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
今
春
卒
業
す
る
皆
さ
ん
に
は
、

そ
れ
を
信
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
突
き
進

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。�

陸上で鍛えた精神力・体力で、一流ピアニス
トへの階段を一歩ずつかけ上っています。�

これからも一生懸命がんばります。みなさ
まの町で演奏する際は、ぜひお越し下さい。�

　
日
本
全
国
で
、
そ
し
て
地
元
下
北

で
も
演
奏
す
る
機
会
が
あ
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
一
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ

と
羽
ば
た
こ
う
と
し

て
い
る
仲
間
を
、
ぜ

ひ
同
窓
会
一
丸
と
な

っ
て
応
援
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！�

浜

田

直

子

�

（
平
成
16
年
卒
業
、57
期
生
）�

ピ
ア
ニ
ス
ト�

　
高
校
時
代
は
陸
上
競
技
部
で
青
春
を
燃
や

し
、
現
在
は
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
し

て
、
音
楽
活
動
に
全
力
投
球
し
て
い
る
浜
田

さ
ん
。
活
躍
の
様
子
と
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
聞

い
て
み
ま
し
た
。�
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五
月
二
十
四
日�

　
陸
上
部
男
子
が
県
高
校
総
体
で
、
堂
々

の
連
覇
を
果
た
し
た
。
下
北
地
域
の
子
供

た
ち
が
、
一
心
不
乱
に
練
習
に
打
ち
込
み
、

自
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
青
森
山
田

高
校
を
下
し
て
の
優
勝
は
、
見
事
の
一
語

に
尽
き
る
。
そ
の
勢
い
は
、
奈
良
で
行
わ

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
つ
な
が
っ
た
。

沼
辺
君
が
砲
丸
投
げ
三
位
、
円
盤
投
げ
四

位
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
四

百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
も
大
高
生
が
新
記

録
を
出
し
た
。
大
舞
台
で
遺
憾
な
く
力
を

発
揮
で
き
る
伝
統
の
力
を
実
感
し
た
。�

�

　
六
月
二
十
七
日�

　
大
湊
高
校
東
京
同
窓
会
に
参
加
し
た
。

大
学
教
授
や
税
理
士
な
ど
社
会
の
一
線
級

で
活
躍
し
て
い
る
方
々
が
多
数
出
席
さ
れ

て
い
た
。
自
ら
が
歩
ん
で
き
た
人
生
に
対

し
て
、
確
た
る
自
信
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
、
言
葉
の
端
々
に
感
じ
ら
れ
た
。
ま
さ

に
伝
統
の
重
さ
で
あ
っ
た
。
現
在
、
本
校

の
六
名
の
教
員
が
大
湊
高
校
卒
業
生
で
あ

り
、
ま
た
部
活
動
の
コ
ー
チ
と
し
て
も
多

く
の
卒
業
生
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
地

域
経
済
に
係
わ
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
方

と
お
会
い
す
る
が
、
本
校
の
卒
業
生
が
多

く
、
ま
さ
に
下
北
地
域
の
行
政
、
経
済
の

中
核
を
担
っ
て
い
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。�

�

　
七
月
二
十
八
日�

　
い
よ
い
よ
、
甲
子
園
予
選
決
勝
の
日
が

来
た
。
相
手
は
青
森
山
田
高
校
だ
。
和
田

君
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
先
制
し
た
後
逆
転
さ

れ
、
一
対
四
で
迎
え
た
最
終
回
、
無
死
満

塁
か
ら
一
点
差
に
追
い
上
げ
る
驚
異
的
な

粘
り
を
み
せ
た
。
こ
の
粘
り
こ
そ
、
ま
さ

に
伝
統
で
培
わ
れ
た
大
高
魂
そ
の
も
の
だ

っ
た
。
君
た
ち
の
持
っ
て
い
る
能
力
、
強

さ
は
す
ご
い
、
と
言
い
続
け
て
き
た
。
そ

れ
が
証
明
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。
ひ
た
す

ら
う
れ
し
か
っ
た
。
最
後
ま
で
ひ
た
む
き

に
戦
う
姿
勢
に
、
同
窓
生
を
始
め
と
す
る

地
域
の
方
々
か
ら
の
賛
辞
が
止
ま
な
か
っ

た
。�

学　校�
だより�

大湊高校　校長�

工　藤　哲　也�

あ
り
が
と
う
平
成
二
十
一
年
�

あ
り
が
と
う
平
成
二
十
一
年
�

�����

　
『
原
始
謾
筆
風
土
年
表
』
（
げ
ん
し
ま
ん

ぴ
つ
ふ
う
ど
ね
ん
ぴ
ょ
う
）
と
い
う
本
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
の
下
北
の
歴

史
を
ひ
も
と
く
上
で
、
最
も
基
本
的
で
重
要

な
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
書
か
れ
た
下
北
関
係
の
歴
史
書
で
、

こ
の
『
年
表
』
の
記
載
内
容
を
引
用
し
て
い

な
い
も
の
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
そ
れ
ほ
ど
下
北

に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
資
料
な
の

で
す
。
全
五
二
巻
の
う
ち
一
巻
と
四
巻
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）

か
ら
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
ま
で
、
年
々

の
出
来
事
が
順
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
著
者
は
村
林
源
助
（
む
ら
ば
や
し
・
げ
ん

す
け
、
一
七
四
八
〜
一
八
二
一
）
。
大
畑
の

村
林
家
の
二
代
目
。
号
を
鬼
工
（
き
こ
う
）

と
称
し
ま
し
た
。
村
林
家
は
近
江
（
滋
賀
県
）

出
身
で
あ
り
、
大
畑
で
商
業
に
従
事
し
た
、

い
わ
ゆ
る
近
江
商
人
の
系
統
に
あ
り
ま
し
た
。

残
っ
て
い
る
五
〇
巻
の
『
年
表
』
は
現
在
も

村
林
家
が
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
青
森
県
文
化

財
保
護
協
会
か
ら
み
ち
の
く
双
書
の
一
つ
と

し
て
刊
行
も
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
源
助
の
生
き
た
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介

し
た
中
川
五
郎
治
な
ど
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
下

北
が
最
も
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
と
の
関
係
を

深
め
、
そ
し
て
下
北
地
域
が
政
治
的
に
も
経

済
的
に
も
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
に
い
た

時
代
で
し
た
。
『
年
表
』
は
源
助
が
大
畑
の

宿
老
（
町
内
の
取
締
り
に
当
た
っ
た
年
寄
役
）

を
務
め
て
い
た
三
〇
代
か
ら
五
〇
代
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
こ
の
頃
の
記
事
は
、

同
時
代
の
記
録
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
下
北

の
様
子
が
高
い
信
憑
性
を
も
っ
て
私
た
ち
に

迫
っ
て
き
ま
す
。�

　
源
助
は
、
裕
福
な
家
庭
の
中
に
育
ち
、
多

く
の
学
問
を
身
に
付
け
ま
し
た
。
二
五
歳
の

時
に
は
江
戸
・
上
方
（
大
阪
方
面
）
に
も
旅

行
し
、
多
く
の
知
的
刺
激
を
受
け
て
帰
っ
て

き
て
い
ま
す
。
『
年
表
』
か
ら
は
和
歌
・
俳

句
・
謡
曲
・
漢
学
・
蘭
学
・
天
文
学
・
本
草

学
（
薬
学
）
な
ど
多
彩
な
方
面
に
造
詣
が
深

か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

知
識
が
ど
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
か
は
大

い
に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
に

は
、
書
物
の
入
手
ル
ー
ト
や
人
的
交
流
に
つ

い
て
で
す
。
こ
れ
ら
を
近
年
で
は
「
知
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
源
助
の

そ
れ
を
探
る
こ
と
は
、
下
北
の
文
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
探

る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で

も
、
源
助
は

下
北
に
大
き

な
遺
産
を
残

し
た
人
物
と

言
え
ま
す
。�

村
　
林
　
源
　
助
�

教
　
頭
　

瀧
本
　
壽
史
�

シ
リ
ー
ズ
‥
ヒ
ス
ト
リ
ー
オ
ブ
下
北
人
④
�

瀧
本
教
頭
は
、
平
成
19
年
春
に
本
校
に
赴
任
し
ま

し
た
。
教
員
生
活
の
ス
タ
ー
ト
は
大
畑
高
校
で
あ

り
、
そ
の
後
県
立
郷
土
館
に
勤
務
し
て
い
た
時
に

は
下
北
に
つ
い
て
調
査
を
重
ね
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
郷
土
「
下
北
」
に
造
詣
が
深
い
先
生
で
す
。
�

『年表』�
（右から二、三、五、六、七巻）�

〜
江
戸
時
代
の
下
北
の
出
来
事
を
記
録
〜
�
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大
活
躍
で
下
北
を
、
そ
し
て
全
国
の
同
窓
生
達
を

熱
く
さ
せ
て
く
れ
た
、
硬
式
野
球
部
の
中
山
拓
也

主
将
（
34
Ｈ
Ｒ
）
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
ま
し
た
。�

�

Ｑ
　
初
の
夏
の
甲
子
園
青
森
県
予
選
準
優

勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
想
を
お

願
い
し
ま
す
。�

Ａ
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自
分
達

が
準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
の
も
み
な
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

�

Ｑ
　
手
に
汗
握
る
試
合
の
連
続
で
し
た
が
、

今
回
の
快
進
撃
の
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。�

Ａ
　
自
分
達
が
一
試
合
一
試
合
勝
ち
進
ん

で
い
け
た
の
は
、
ス
タ
ン
ド
、
ベ
ン
チ
全

員
が
甲
子
園
へ
行
く
ん
だ
と
い
う
気
持
ち

で
一
つ
に
な
れ
た
か
ら
で
す
。
決
し
て
自

分
達
だ
け
の
勝
利
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

Ｑ
　
野
球
に
明
け
暮
れ
た
三
年
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
一
番
思
い
出
に
残
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。�

Ａ
　
一
番
の
思
い
出
は
、
準
優
勝
で
き
た

こ
と
で
す
。
監
督
さ
ん
、
大
先
生
を
は
じ

め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
チ
ー

ム
の
み
ん
な
、
先
生
方
、
保
護
者
の
皆
様

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

Ｑ
　
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。�

Ａ
　
大
高
野
球
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

準
優
勝
で
は
な
く
「
下
北
か
ら
甲
子
園
」

で
す
。
昨
年
の
準
優
勝
と
い
う
結
果
に
恥

じ
る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
の
練
習
を
頑
張

り
、
今
年
こ
そ
下
北
か
ら
甲
子
園
を
達
成

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
よ
く
口
に
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
早
い
も
の
で
30
年
の
月
日

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
最
初
は

夢
の
よ
う
な
目
標
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
あ

と
１
歩
、
あ
と
１
本
、
あ
と
１
点
」の
と
こ

ろ
ま
で
い
き
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、

扉
は
開
か
れ
た
こ
と
は
事
実
で
す
し
、
何

よ
り
も
現
実
に
近
づ
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

こ
れ
も
、
同
窓
生
の
皆
様
を
は
じ
め
、
学

校
関
係
者
、
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
や
ご

協
力
の
賜
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
さ
て
、
第
91
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
青
森
大
会
で
下
北
初
の
準
優
勝
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に「
甲
子

園
に
い
け
な
か
っ
た
」
＝
「
優
勝
で
き
な
か

っ
た
こ
と
」が
本
当
に
悔
し
く
思
う
大
会
で

し
た
。
こ
の
大
会
で
は
４
つ
の
こ
と
を
心

に
置
き
戦
い
ま
し
た
。
「
敵
は
己
」
＝
自
分

の
心
と
戦
い
、
そ
し
て
勝
つ
こ
と
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
プ
レ
イ
が
成
り
立
ち
、
相
手

と
戦
う
権
利
が
う
ま
れ
る
。「
見
え
な
い
力
」

＝
今
ま
で
支
え
て
き
て
く
れ
た
親
を
は
じ

め
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
、
み
ん
な
の
願
い
・
想
い
・
意
地
・

執
念
な
ど
の
精
神
で
戦
う
。「
シ
ン
プ
ル
に
！
」

＝
い
ら
な
い
こ
と
を
考
え
た
り
悩
ん
だ
り

せ
ず
に
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
普
通

に
あ
た
り
ま
え
に
行
う
。
最
後
に
「
も
う

一
押
し
、
も
う
一
粘
り
」＝
攻
撃
で
も
守
り

で
も
、
あ
き
ら
め
た
り
妥
協
し
た
り
せ
ず
、

「
こ
れ
で
も
か
！
」「
あ
き
ら
め
な
い
！
」

と
い
う
気
持
ち
で
プ
レ
イ
す
る
。
以
上
の

こ
と
を
選
手
に
、
そ
し
て
自
分
に
言
い
続

け
な
が
ら
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
実

践
で
き
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
果
を
考
え
る
よ
り
、
今
を
必
死
に
頑
張

る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
再
確
認
で
き

た
大
会
で
し
た
。�

　
最
後
に
歴
代
の
監
督
や
部
長
先
生
方
は

じ
め
、
同
窓
生
の
皆
様
方
が
中
心
に
な
っ

て
築
い
て
き
た
本
校
野
球
部
で
す
が
、
現

在
は
約
50
名
の
部
員
と
ス
タ
ッ
フ
５
名
で
、

人
間
力
野
球
の
実
践
と
厳
し
い
勝
負
の
世

界
に
お
い
て
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
日
々
練
習

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
一
昨
年
に
本
校
は

創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
歴
史
と
伝

統
の
重
み
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今

後
も
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
に
、

こ
こ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
と
思
い
、

今
度
は
「
下
北
か
ら
全
国
制
覇
概
」
と
い
う

目
標
に
変
え
て
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
今
後
も
本
校
を
、

そ
し
て
野
球
部
に
対
し
て
、
暖
か
い
ご
支

援
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

表彰式で賞状を受け取る中山主将（選手右）�

快
挙
快
挙
　
夏
の
甲
子
園
青
森
県
予
選
準
優
勝

　
夏
の
甲
子
園
青
森
県
予
選
準
優
勝�

　
　
下
北
か
ら
甲
子
園
は

　
　
下
北
か
ら
甲
子
園
は「
夢
」

「
夢
」か
ら
か
ら「
目
標
」

「
目
標
」へ�
！�

！�

！�

下
北
下
北
か
ら
か
ら
甲
子
園

甲
子
園�

工
　
藤
　
公
　
治�

快
挙
快
挙
　
夏
の
甲
子
園
青
森
県
予
選
準
優
勝

　
夏
の
甲
子
園
青
森
県
予
選
準
優
勝�

　
　
下
北
か
ら
甲
子
園
は

　
　
下
北
か
ら
甲
子
園
は「
夢
」

「
夢
」か
ら
か
ら「
目
標
」

「
目
標
」へ�
！�

！�

！�

快
挙
　
夏
の
甲
子
園
青
森
県
予
選
準
優
勝�

　
　
下
北
か
ら
甲
子
園
は「
夢
」か
ら「
目
標
」へ�
！�

！�

！�

！�！�

下
北
下
北
か
ら
か
ら
甲
子
園

甲
子
園�

！�！�

下
北
か
ら
甲
子
園�

！�！�

硬
式
野
球
部
監
督�
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三
年
四
組
　
長
内
　
麻
希�

34
Ｈ
Ｒ�

　
三
年
間
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
頭
の
中
を
か
け
め

ぐ
り
ま
す
。
正
直
は
じ
め
て
こ
の
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
と
対
面
し
た
と
き
は
不
安
で
し

た
。
人
文
系
列
と
ス
ポ
ー
ツ
系
列
の
二
つ

が
混
ざ
っ
た
ク
ラ
ス
で
全
く
ま
と
ま
り
が

な
く
、
担
任
の
傳
法
先
生
も
は
じ
め
は
困

惑
し
た
の
で
は
…
。�

　
し
か
し
、
34
Ｈ
Ｒ
は
や
る
と
き
は
や
る

ク
ラ
ス
概
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在
が

非
常
に
多
く
、
彼
ら
を
中
心
に
ク
ラ
ス
は

ど
ん
ど
ん
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
行

事
が
あ
れ
ば
必
ず
頂
点
を
目
指
し
、
み
ん

な
で
協
力
し
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
年
生
の
時
は
、
球
技
大
会

女
子
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
優
勝
、
三
年
生
に
な

っ
て
か
ら
は
大
高
祭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
部
門
で
審
査
員
特
別
賞
、
球
技
大
会
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し

い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
部
活
動
は
三
年
間
書
道
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
毎
日
の
練
習
を
大
事
に
し
、

顧
問
の
矢
越
先
生
の
素
晴
ら
し
い
指
導
の

お
か
げ
で
二
年
連
続
全
国
大
会
出
場
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
三
重

大
会
で
は
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
矢
越
先
生

に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ち
な
み
に
、
書
道
部
は
今
部
員
が
一
人
し

か
い
ま
せ
ん
。
誰
か
入
っ
て
下
さ
い
。
お

願
い
し
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
本
当
に
充
実
し
た
高
校
生

活
で
し
た
。
毎
日
さ
わ
が
し
く
明
る
い
四

組
。
そ
し
て
傳
法
先
生
。
あ
り
が
と
う
。

大
高
に
入
学
し
て
、
み
ん
な
に
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
よ
。
ま
た
あ
い
ま
し
ょ
う
。�

こ
の
春
、
わ
が
同
窓
会
の
仲
間
入
り
を
す
る
卒
業

生
で
す
。
今
の
思
い
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。�

長
内
さ
ん
は
、
書
道
部
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
、

ク
ラ
ス
で
は
明
る
く
朗
ら
か
な
人
が
ら
で
、
皆
か

ら
信
頼
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。
卒
業
後
は
大
学
に

進
学
し
て
、
さ
ら
に
勉
学
に
励
み
ま
す
。
卒
業
生

一
八
三
名
全
員
の
今
後
の
活
躍
を
同
窓
会
で
は
応

援
し
て
い
ま
す
。�

旅
立
ち
の
前
に�

夏の甲子園�
青森県予選�
準優勝　�

祝�

！�

夏 の 甲 子 園 �
青 森 県 予 選 �
準優 勝　�！�

夏 の 甲 子 園 �
青 森 県 予 選 �
準優勝　�！�

優秀賞作品と本人�
（三重大会にて）�

一つの輪になって一致団結！34HR�
（体育祭にて）�
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同
窓
会
報
の
紙
面
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
ぜ
ひ
会
員
の
皆
様
か
ら
話
題

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　
○ 

会
員
に
関
す
る
心
温
ま
る
話
題�

　
○ 

活
躍
し
て
い
る
会
員
の
よ
う
す�

　
○ 

特
集
し
て
ほ
し
い
企
画�

　
○ 

同
窓
会
に
ち
な
ん
だ
な
つ
か
し
い

　
　 

写
真
ｅ
ｔ
ｃ�

��

　
現
在
、
会
報
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
え
っ
、
こ

ん
な
会
報
が
あ
っ
た
の
？
」
と
い
う
声
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
配
布
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
会
員
の
方
は
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。�
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現
在
の
主
な
配
布
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閲
覧
方
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会
員
・
生
徒
保
護
者
等
を
経
由�

　
○ 

市
役
所
・
町
村
役
場
の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー�

　
○ 

同
窓
会
の
各
会
合
・
イ
ベ
ン
ト
で
配
布�

　
○ 

学
校
Ｈ
Ｐ
で
公
開
ｅ
ｔ
ｃ�

皆
様
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

会
報
の
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す�

【
お
問
合
せ
】�

大
湊
高
校
同
窓
会
事
務
局�

　
★
電
　
話
　
０
１
７
５（
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）１
２
４
４�

　
★
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
７
５（
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）２
６
８
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★
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ル
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ン
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シ
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イ
ン
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ョ
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※　学校・企業名等は順不同です。「株式会社」「有限会社」「財団法人」は「㈱」「㈲」「（財）」と省略しています。�

平成22年２月22日現在�平成21年度卒業生の進路決定先一覧�平成21年度卒業生の進路決定先一覧�

ampm 富士見ヘルスプラザ・K-キャビン ニューフジヤホテル 人形町今半�

○　就職進学（４名）�

㈱ワークステーション ㈱朝日 医療法人社団健医会西砂歯科医院 農業生産法人（有）美馬農場�
東京エアポートレストラン㈱ ㈱聡建 ㈱銀座田中屋 ㈱ユーラスエナジージャパン�
㈱花びしホテル ㈱ギャップ�

○　県外就職（10名）�

青森綜合警備保障㈱（2） 日本原燃㈱ スーパードラッグアサヒ（株）横浜ファーマシー ㈱丸大サクラヰ薬局�
十和田観光電鉄㈱ バンドーウエルフェアグループ㈱�

○　県内就職（７名）�

㈱シェルビー（2） ㈱川内ファーマシィー（2） 野村建設㈱ ㈲下北測量  �
㈱みちのく銀行 みどりがおか歯科クリニック 養護老人ホーム釜臥荘 ㈲丸勇森川商店 �
社会福祉法人青森社会福祉振興団 社会福祉法人三恵会 むつ観光ホテル㈱むつグランドホテル�

○　管内就職（13名）�

自衛隊一般曹候補生（海上10） 横浜町消防職 東通村消防職 青森県警察官B�
自衛隊２等（海士3、陸士1、空士1） むつ市消防職 佐井村消防職�

○　公務員・自衛隊（20名）�

東京商科学院 仙台ヘアメイク（3） 青森調理師 大原簿記公務員（函館校） 東北電子 札幌福祉�
赤門自動車整備 仙台デザイン（2） 八戸理容美容（2） ホスピタリティーツーリズム 華学園栄養 東北愛犬�
仙台医療福祉（2） 八戸工科学院（2） 八戸調理師 国際ペットビジネス 文化服装学院 日本美容�
東京誠心調理師 経専北海道どうぶつ 山野美容 日本工学院八王子 盛岡ヘアメイク 日本電子�
東京ホテルビジネス 新宿調理師 町田・デザイン 東京YMCA社会体育・保育 東京デザイン 札幌福祉�
東京総合美容 仙台大原簿記公務員（2） 埼玉ベルエポック製菓 北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ�
日本デザイナー芸術学院仙台校�

○　各種専門学校（41名）�
青森歯科衛生士 東北文化学園 早稲田医学院歯科衛生士 仙台医療福祉 湘央医学技術�
○　高看・医療系専門学校（５名）�

函館大谷短大（こども） 山形県立米沢女子短大（国語国文学） 川口短大（こども） 東京女子体育短大（保健体育）�
青森中央短大（看護：2） 北翔大学短大（人間総合） 帝京短大（生活科学） 文化女子大学短大（服装）�
　　〃　　　（食物栄養） 八戸短大（幼児保育・看護） 鶴見大学短大（保育） 仙台青葉学院短大（看護）�
　　〃　　　（幼児保育4） 青森明の星短大（子ども） 秋田公立美術工芸短大（産業デザイン） �
函館短大（食物栄養学2） 埼玉女子短大（国際コミュニケーション） 日本体育大学女子短大（幼児教育保育）�

○　国公私立短期大学（24名）�

青森大（社会） 東北生活文化大（家政2） 日本大（工学・理工）　 埼玉医科大（保健医療）�
青森中央学院大（経営法学2） 東北福祉大（健康科学・総合福祉2） 桐生大（医療保健） 埼玉学園大（人間）�
東北女子大（家政） 尚絅学院大（総合人間科学） 玉川大（農） 城西大（経済・現代政策）�
弘前医療福祉大（保健2） 仙台大（体育2） 明治大（商） 富士常葉大（総合経営）�
弘前学院大（看護） 国際武道大学（体育） 明星大（経済） 大正大（文）�
札幌学院大（経営・法） 秀明大（学校教師） 東海大（体育） 大東文化大（国際関係）�
札幌国際大（スポーツ人間） 東都医療大（ヒューマンケア） 湘南工科大（工） 八戸工業大（工）�
盛岡大（文） 日本工業大（工）�

○　私立４年制大学（39名）�
弘前大（人文1・理工3） 岩手大（人文社会・工） 青森公立大（経営経済） 青森県立保健大（健康科学2）�

○　国公立４年生大学（９名）�


